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2025年 ９ 月15日～2025年10月14日の主な出来事

9.16 県内基準地価、 4年連続上昇
熊本県が16日発表した2025年 7 月 1 日時点の
県内基準地価は、林地を除く全用途の平均変
動率が前年比プラス1.7％となり、 4年連続
で上昇した。上昇率は前年の1.8％と比べる
とわずかに縮小した。

9.22 空港アクセス鉄道、事業費1.5倍に
熊本県の木村敬知事は22日の県議会代表質問
で、ＪＲ豊肥線と熊本空港を結ぶ県のアクセ
ス鉄道について、概算事業費が2022年度に試
算した約410億円から約1.5倍の約610億円に
増えると説明した。

9.22 県立大半導体学部、2027年開設
熊本県立大の黒田忠広理事長は22日、県庁で
記者会見し、新学部の「半導体学部半導体学
科（仮称）」を2027年 4 月に開設すると発表
した。「半導体学」の学位が授与される学部
は全国初としている。

9.22 県立体育館、2028年度整備着手
熊本県は22日、県立総合体育館（熊本市西区）
の現地での再整備に2028年度に着手すると発
表した。プロスポーツや国際大会、コンサー
トなど収益性の高いイベントに対応した「ア
リーナ」を建設する。藤崎台県営野球場は
2029年度中に移転再整備に着手する。

9.25 大雨の農林水産被害、861億円で確定
熊本県は25日、2025年 8 月の記録的大雨によ
る農林水産業の被害額が、約861億円で確定
したと発表した。2016年の熊本地震、2020年
の熊本豪雨に次ぐ被害となった。内訳は農
地・農業施設が約605億円で最も多かった。

9.30 熊本ー香港線が運休
香港の大手航空会社「香港航空」は30日、熊
本と香港を結ぶ定期路線について、10月26日
から2026年 3 月28日までの冬季ダイヤ期間中、
週 4往復の全便を運休すると発表した。再開
時期は未定。

10.1 県内景況感 2期ぶり悪化　日銀短観
日銀熊本支店が 1日発表した 9月の県内企業
短期経済観測調査（短観）は、景況感を示す
業況判断指数（ＤＩ）が全産業で、 6月の前
回調査のプラス20からプラス17に低下した。
悪化は 2四半期ぶり。

10.2 地下水涵養目標500万トン増
熊本県は 2日、熊本都市圏の11市町村におけ
る地下水涵養量の新たな目標値を年間4,853
万トンに引き上げる方針を公表した。2024年
度実績値の4,353万トンから500万トン上積み
することを目指す。

10.9 熊本県、特区で創業支援
熊本県は 9日、国家戦略特区「産業拠点形成
連携"絆"特区」について、開業ワンストップ
センター設置など ２事業が認定されたと発表
した。同センター設置により法人設立に必要
な手続きを支援し、円滑な創業を促進する。

10.10 新興企業支援のファンド創設
熊本市は10日、スタートアップ（新興企業）
を官民連携で支援するファンドを創設すると
発表した。熊本県内初の試みで、資金調達の
環境を改善する。ファンドの規模は10億円程
度を想定している。
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